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5　DI 室の年間計画はどうやって策定したらよいの？

498-07934

DI 室の業務をより計画的に，そして効率的に進めていくためには，年間を通じ

て発生するイベントを踏まえた計画立案が重要です．日々の問い合わせ対応や情報

発信，個別症例の検討など，業務は多岐にわたり，突発的な依頼や供給不安への対

応など想定外のタスクも少なくありません．さらに，調剤や病棟業務とは異なり，

DI 担当者は日常業務と並行して，時間をかけて準備する企画的あるいは分析的な

業務を担うことが特徴です．加えて，他部署からの依頼に基づく“受動的な業務”
が多いため，計画を立てにくいと感じる場面もあります．

だからこそ，業務全体を棚卸し，時間軸で整理することが重要です．供給不安や

安全性情報など，予期せぬ突発事案にも対応できるよう，余裕を持たせた年間スケ

ジュール管理が求められます．

医薬品情報室の業務内容を棚卸
DI 室の業務は多岐にわたりますが，大きく分けると次の 4 つの領域に整理でき

ます．

① 医薬品情報の収集・整理・保管・評価・提供に関わる業務
　 （適正使用の推進，MR対応など）
② 採用薬の適正化
　 （医薬品の新規採用・削除，後発医薬品への切り替えなど）
③ システム・マスタ管理
　 （データ収集，統計業務，医薬品コード管理，TDM支援など）
④ その他の業務
　 （地域連携，フォーミュラリ，適応外使用の把握，教育・研修など）

これらの現状抱えている業務を見える化し，各業務の「実施頻度」や「担当の有

無」を可視化することが，年間計画を立てる上での第一歩となります．

1章　DI 業務の基本

DI 室の年間計画はどうやって策定したら
よいの？
〜�立案から「業務の見える化」，そして評価まで〜

5
SECTION
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1章　DI 業務の基本

498-07934

・KPI 情報の更新

・外部情報更新の有無の確認※

（C）四半期ごとに行う業務

・長期連休（GW・夏期・年末年始）に向けた在庫管理や供給状況の確認

・医薬品集や RMP 情報などの改訂反映の確認

（D）年に1回程度行う業務

・季節性のある医薬品の運用調整（例： インフルエンザワクチン等）

・薬価改定・診療報酬改定に伴うシステム・マスタ整備

・年間計画の策定

・年間統計業務（問い合わせ分析，情報発信実績，教育研修実施数の集計）

業務のKPIを設定し，成果を“見える化”する
年間計画を運用していく上では，業務の進捗や成果を定量的に把握できるように

することが重要です．その指標となるのが KPI（Key Performance Indicator： 重

要業績評価指標） です 表1 ．KPI を設定する目的は，単に数値を管理することで

はなく，DI 室の活動価値を可視化し，部門内外で共有することにあります．これ

により，上層部や関連部署に対しても DI 業務の貢献度を明確に示すことができま

す．KPI は業務の性質に応じて，量的指標（どれだけ行ったか）と質的指標（ど

のような改善が得られたか）の両面で設定すると効果的です．

まとめ
DI 室の年間計画を策定することは，業務を見える化・効率化するだけでなく，

組織としての役割を明確にするためにも大変重要なことです．さらに属人化しやす

い業務であることから，担当者を育て業務を引き継いでいく上でも有用になります．

計画を立てる上で特に重要なことは，院内における医薬品情報業務を，「どこま

で目指していくか」の上長とのすり合わせと，「なぜこの業務を行うのか」という

目的意識を担当スタッフ内で共有することです．そして，突発事項にも柔軟に対応

できる“緩衝力”のある運営が求められます．決して医薬品情報業務は，DI 担当

者のみが行うわけではないことを念頭に，DI 室は情報の中核でありつつ，現場薬

剤師や他職種とともに適正医療を支える文化を醸成していくことが重要です．この


